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「
故
安
倍
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国
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列
者
・
警
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な
ど
に
関
す
る
質
問
主
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政
府
は
令
和
四
年
七
月
二
十
二
日
の
閣
議
で
、
安
倍
晋
三
元
内
閣
総
理
大
臣
の
国
葬
儀
を
令
和
四
年
九
月
二
十
七
日
に
行
う

と
決
定
し
た
。
本
件
に
つ
い
て
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

大
正
十
五
年
に
制
定
さ
れ
た
国
葬
令
（
大
正
十
五
年
勅
令
第
三
百
二
十
四
号
）
は
、
一
定
の
範
囲
の
皇
族
の
葬
儀
を
国
葬

と
す
る
こ
と
の
ほ
か
、
「
国
家
に
偉
勲
あ
る
者
薨
去
又
は
死
亡
し
た
る
と
き
は
特
旨
に
依
り
国
葬
を
賜
ふ
こ
と
あ
る
へ
し
」

「
前
項
の
特
旨
は
勅
書
を
以
て
内
閣
総
理
大
臣
之
を
公
告
す
」
（
第
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
。
原
文
は
片
仮
名
）
と
規
定

し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
国
葬
令
は
、
昭
和
二
十
二
年
の
日
本
国
憲
法
施
行
に
あ
わ
せ
て
制
定
さ
れ
た
、
日
本
国
憲
法
施

行
の
際
現
に
効
力
を
有
す
る
命
令
の
規
定
の
効
力
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
七
十
二
号
）
の
規
定
に
よ

り
、
昭
和
二
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日
限
り
で
失
効
し
た
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
岸
田
文
雄
内
閣
も

同
様
の
認
識
を
持
っ
て
い
る
か
見
解
を
伺
い
た
い
。 

二 

政
府
の
考
え
る
国
葬
儀
、
国
民
葬
儀
、
内
閣
・
政
党
合
同
葬
儀
、
政
党
葬
儀
の
意
義
の
違
い
に
つ
い
て
、
岸
田
文
雄
内
閣

の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

三 

国
葬
儀
、
国
民
葬
儀
、
内
閣
・
政
党
合
同
葬
儀
、
政
党
葬
儀
に
つ
い
て
、
格
に
違
い
が
あ
る
の
か
、
岸
田
文
雄
内
閣
の
見
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解
を
伺
い
た
い
。
ま
た
、
あ
る
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
か
、
詳
細
に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
た
い
。 

四 
安
倍
晋
三
元
内
閣
総
理
大
臣
の
葬
儀
が
「
国
葬
儀
」
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
理
由
は
何
か
、
岸
田
文
雄
内
閣
の
見
解
を
伺

い
た
い
。 

五 

安
倍
晋
三
元
内
閣
総
理
大
臣
の
葬
儀
と
し
て
、
内
閣
・
政
党
・
国
民
有
志
が
主
催
す
る
「
国
民
葬
儀
」
が
ふ
さ
わ
し
く
な

い
と
政
府
が
考
え
る
理
由
は
何
か
、
岸
田
文
雄
内
閣
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

六 

安
倍
晋
三
元
内
閣
総
理
大
臣
の
葬
儀
と
し
て
、
内
閣
・
政
党
が
主
催
す
る
「
合
同
葬
儀
」
が
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
政
府
が

考
え
る
理
由
は
何
か
、
岸
田
文
雄
内
閣
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

七 

安
倍
晋
三
元
内
閣
総
理
大
臣
の
葬
儀
と
し
て
、
政
党
が
主
催
す
る
「
政
党
葬
儀
」
が
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
政
府
が
考
え
る

理
由
は
何
か
、
岸
田
文
雄
内
閣
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

八 

昭
和
四
十
二
年
に
行
わ
れ
た
「
故
吉
田
茂
国
葬
儀
」
の
参
列
者
数
が
、
約
六
千
人
、
平
成
十
八
年
に
行
わ
れ
た
「
故
橋
本

龍
太
郎
内
閣
・
自
由
民
主
党
合
同
葬
儀
」
の
参
列
者
数
が
、
約
四
千
六
百
人
、
令
和
二
年
に
行
わ
れ
た
「
故
中
曽
根
康
弘
内

閣
・
自
由
民
主
党
合
同
葬
儀
」
の
参
列
者
数
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
約
六
百
四
十
人
で
あ
っ
た
が
、
今
回
の
「
故
安

倍
晋
三
国
葬
儀
」
で
は
ど
の
程
度
の
参
列
者
数
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
、
岸
田
文
雄
内
閣
の
見
解
を
伺
い
た
い
。
ま
た
、
ど
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の
よ
う
な
者
が
参
列
す
る
想
定
で
あ
る
の
か
、
詳
細
に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
た
い
。 

九 
平
成
十
八
年
に
行
わ
れ
た
「
故
橋
本
龍
太
郎
内
閣
・
自
由
民
主
党
合
同
葬
儀
」
の
費
用
が
約
一
億
五
千
四
百
万
円
、
令
和

二
年
に
行
わ
れ
た
「
故
中
曽
根
康
弘
内
閣
・
自
由
民
主
党
合
同
葬
儀
」
の
費
用
が
約
一
億
五
千
九
百
万
円
で
あ
っ
た
が
、
今

回
の
「
故
安
倍
晋
三
国
葬
儀
」
で
は
、
費
用
と
し
て
ど
の
程
度
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
、
岸
田
文
雄
内
閣
の
見
解
を
伺
い
た

い
。
ま
た
、
そ
の
費
用
の
内
訳
に
関
し
、
会
場
借
上
げ
、
葬
儀
場
飾
り
つ
け
、
送
迎
バ
ス
、
案
内
状
に
要
す
る
経
費
等
、
可

能
な
限
り
詳
細
に
示
さ
れ
た
い
。 

十 

「
故
安
倍
晋
三
国
葬
儀
」
で
は
、
香
典
・
供
物
・
供
花
に
関
し
て
は
一
切
辞
退
す
る
考
え
か
、
岸
田
文
雄
内
閣
の
見
解
を

伺
い
た
い
。
ま
た
、
弔
電
の
受
け
取
り
等
、
辞
退
さ
れ
ず
受
け
入
れ
を
検
討
し
て
い
る
項
目
が
あ
れ
ば
、
可
能
な
限
り
詳
細

に
示
さ
れ
た
い
。 

十
一 

「
故
吉
田
茂
国
葬
儀
記
録
」
第
一
章
第
十
九
節
「
国
葬
儀
場
の
受
付
」
に
「
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
連
盟
か
ら
、
国
葬

儀
に
つ
い
て
奉
仕
し
た
い
旨
の
申
し
入
れ
が
あ
つ
た
の
で
、
国
葬
儀
委
員
の
間
で
検
討
の
結
果
こ
れ
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に

決
し
、
男
子
団
員
（
五
十
名
）
は
、
国
葬
儀
場
受
付
に
、
女
子
団
員
（
二
十
名
）
は
救
護
班
に
配
置
す
る
こ
と
と
し
た
。
」

と
の
記
載
が
あ
る
（
百
九
十
三
頁
）
。
「
故
安
倍
晋
三
国
葬
儀
」
で
は
こ
う
し
た
国
民
有
志
か
ら
の
協
力
に
関
す
る
申
し
入
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れ
が
あ
っ
た
際
に
受
け
入
れ
る
考
え
は
あ
る
の
か
、
岸
田
文
雄
内
閣
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

十
二 
国
の
事
業
の
財
源
に
充
て
る
た
め
に
官
公
庁
が
寄
附
を
募
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
官
公
庁
に
お
け
る
寄
附
金
等
の
抑

制
に
つ
い
て
（
次
官
通
達
）
」
（
昭
和
二
十
三
年
一
月
三
十
日
閣
議
決
定
）
に
よ
り
禁
止
・
抑
制
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

具
体
的
に
は
、
①
官
庁
の
諸
経
費
は
、
予
算
を
も
っ
て
賄
い
、
寄
附
金
等
の
形
で
他
に
転
嫁
す
る
こ
と
は
極
力
慎
む
こ

と
、
②
官
庁
自
身
に
よ
る
場
合
は
も
と
よ
り
、
後
援
団
体
を
通
じ
て
な
す
場
合
に
お
い
て
も
、
寄
附
金
の
募
集
は
厳
に
禁
止

す
る
こ
と
、
③
自
発
的
行
為
に
よ
る
寄
附
の
場
合
に
お
い
て
も
、
割
当
の
方
法
に
よ
る
も
の
で
な
く
、
か
つ
主
務
大
臣
が
弊

害
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
た
場
合
に
の
み
受
納
で
き
る
こ
と
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
官
公
庁
に
よ
る
寄
附
金

の
募
集
を
禁
止
・
抑
制
す
る
趣
旨
と
し
て
、
官
庁
に
お
い
て
そ
の
経
費
の
一
部
を
寄
附
に
求
め
る
傾
向
が
著
し
い
が
、
「
寄

附
者
の
自
由
意
志
に
よ
る
と
言
わ
れ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
の
性
質
上
半
強
制
と
な
る
場
合
が
多
く
、
或
い
は
国
民
に
過

重
の
負
担
を
課
す
る
こ
と
と
な
り
、
或
い
は
行
政
措
置
の
公
正
に
疑
惑
を
生
ぜ
し
め
る
」
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い

る
。 

 
 

そ
の
一
方
で
昨
今
で
は
、
国
の
補
助
事
業
に
関
す
る
寄
附
金
の
募
集
や
自
治
体
の
事
業
を
巡
る
財
源
調
達
の
手
段
と
し

て
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
一
般
的
と
な
っ
て
い
る
。 
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例
え
ば
、
国
の
補
助
事
業
に
関
す
る
寄
附
金
の
募
集
に
お
い
て
は
、
法
人
等
が
特
定
の
活
動
（
例 

文
化
財
の
所
有
者
に

よ
る
修
理
事
業
）
を
行
う
場
合
に
、
国
や
自
治
体
か
ら
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
と
と
も
に
、
広
く
寄
附
を
募
り
、
集
ま

っ
た
寄
附
額
を
自
己
負
担
費
用
の
財
源
の
一
部
に
充
て
る
な
ど
の
方
法
が
用
い
ら
れ
る
。 

 
 

そ
こ
で
伺
う
が
、
葬
儀
実
行
幹
事
会
な
ど
が
「
故
安
倍
晋
三
国
葬
儀
」
の
寄
附
を
募
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
認
識
で
正
し

い
か
、
岸
田
文
雄
内
閣
の
見
解
を
伺
い
た
い
。
ま
た
、
「
故
安
倍
晋
三
国
葬
儀
」
に
対
し
て
、
自
発
的
な
寄
附
を
行
い
た
い

と
い
う
者
が
出
た
際
に
、
主
務
大
臣
が
弊
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
た
場
合
に
の
み
受
納
す
る
こ
と
に
な
る
の

か
、
そ
れ
と
も
一
切
受
け
付
け
な
い
の
か
、
岸
田
文
雄
内
閣
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

十
三 

「
故
安
倍
晋
三
国
葬
儀
」
で
は
、
自
衛
隊
の
行
う
儀
礼
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
、
岸
田
文
雄
内
閣
の
見
解
を

伺
い
た
い
。
ま
た
、
検
討
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
儀
仗
、
弔
砲
、
と
列
、
奏
楽
な
ど
ど
の
よ
う
な
儀
礼
を
想
定
し
て
い
る

か
、
詳
細
に
つ
い
て
所
見
を
伺
い
た
い
。 

十
四 

「
故
安
倍
晋
三
国
葬
儀
」
で
は
、
記
録
映
画
の
製
作
を
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
、
岸
田
文
雄
内
閣
の
見
解
を
伺
い
た

い
。
ま
た
、
製
作
を
検
討
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
ど
う
い
っ
た
形
式
の
も
の
を
想
定
し
て
い
る
か
、
詳
細
に
つ
い
て
所
見
を

伺
い
た
い
。 
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十
五 

安
倍
晋
三
元
内
閣
総
理
大
臣
の
「
国
葬
儀
」
に
関
し
て
、
「
中
止
し
な
け
れ
ば
子
ど
も
を
ス
タ
ン
ガ
ン
で
気
絶
さ
せ
て

誘
拐
す
る
」
、
「
小
中
学
校
か
ら
濃
硫
酸
な
ど
を
盗
み
、
国
葬
会
場
に
ぶ
ち
ま
け
る
」
な
ど
脅
迫
す
る
内
容
の
メ
ー
ル
が

様
々
な
自
治
体
に
届
い
て
い
る
。 

 
 

こ
の
よ
う
に
威
力
を
用
い
て
、
他
人
の
業
務
を
妨
害
す
る
卑
劣
な
行
為
は
断
じ
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。 

 
 

こ
う
し
た
中
、
二
之
湯
智
国
家
公
安
委
員
長
は
、
「
世
界
各
国
か
ら
弔
意
を
寄
せ
ら
れ
る
要
人
を
含
め
、
皆
様
に
安
心
し

て
ご
参
列
頂
け
る
よ
う
我
が
国
の
威
信
を
か
け
て
、
故
安
倍
晋
三
元
総
理
の
葬
儀
の
執
行
に
伴
う
警
備
を
万
全
に
す
べ
く
警

察
庁
を
指
導
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
、
国
葬
に
関
す
る
警
備
対
策
の
方
針
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
伺
う
が
、
国
葬
会
場

の
警
備
に
関
し
て
ど
の
よ
う
に
万
全
を
尽
く
す
の
か
、
所
見
を
伺
い
た
い
。
ま
た
、
国
葬
会
場
以
外
に
お
い
て
も
「
故
安
倍

晋
三
国
葬
儀
」
に
触
発
さ
れ
た
事
件
が
発
生
し
、
最
悪
の
事
態
が
起
こ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
全
国
的
に
警
備
を
強
化
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
岸
田
文
雄
内
閣
は
ど
の
よ
う
な
手
段
で
全
国
の
国
民
を
守
る
の
か
、
所
見
を
伺
い
た
い
。
さ
ら

に
、
そ
の
責
任
は
誰
が
担
う
の
か
、
併
せ
て
所
見
を
伺
い
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


